
◆学校教育目標「自ら学び 自他を尊重し 心豊かでたくましい生徒の育成」 

                              ６月１３日（金）に実施しました  

                             被爆体験家族・交流証言講話の感想 

（講師の先生へのお礼状）を紹介します。紙面の関係から各学年１名紹介します。 

（１年 男子さん） 講話をしてくださり、ありがとうございました。お話を聞くことができ、とて

も貴重な時間になりました。私は特に、心に残ったことが２つありました。まず、１つ目は、被爆者や

被爆者の家族に周りの偏見があったということです。今までは、偏見があることを知らなかったので、

これからは偏見がなくなってほしいと思いました。２つ目は、アリさんと原田さんが一緒に活動をして

いたことです。このことから私は、今そしてこれから戦争が起こらないために原爆の悲惨さや対話をす

ることの大切さを伝えていくことが必要だと思いました。そのことを伝えることは長崎に住んでいる私

たちの役目だと思いました。私は平和について、深く考えることができました。本当にありがとうござ

いました。 

 （２年 男子さん） 原田さん、丸尾中学校に来て、貴重な講話をしてくれてありがとうございまし

た。原田さんが全国各地に行って、戦争や核兵器によっておきる被害や影響などをみんなに伝えていっ

てすごいなと思いました。実際に２回も被爆した山口さんの体験を話すときにすごく熱心に戦争はして

はいけないという気持ちが伝わって、自分はこれからも戦争をしてはいけないようにしていこうと思い

ました。原田さんのお話の中で一番心に残ったことは、女性の被爆者は、子供を産むのが難しかったか

ら被爆者用の手帳をもらいたがらなかったことを初めて知りました。確かに、手帳を持っていたら結婚

するのが難しいのでとても複雑な気持ちになりました。原田さんが講話をしてくれたおかげで初めて知

れたこともいっぱいあり、なによりも原田さんの気持ちが、テレビのニュースや学校の講話で出てい

て、その気持ちをつなげていこうと思いました。学校のみんなに戦争をしてはいけないことを伝えてく

れてありがとうございました。 

 （３年 女子さん） 原田さん、今日は私達にとても貴重な話をしてくださり、ありがとうございま

した。今日の講話を聞いて、心に残っていることが２つあります。１つ目は、山口彊さんが二重被爆者

だったことです。山口彊さんは、広島と長崎の両方で被爆していて、広島では大きな火傷をおい、長崎

では命が助かって安心していたところにまた原爆が落ちるなど、とても大変な思いをされているんだと

感じることができました。そして、当時たくさんの人々が放射能を浴び、水を求めて死んでいくなど、

とても悲惨な状況だと知り、改めて原子爆弾の怖さを実感しました。２つ目は、アリさんと原田さん、

お二人の祖父が２度もきのこ雲を見ていたことと、 

戦時中、敵同士だったお二人の孫であるアリさんと 

原田さんが協力して、本や講話など様々な平和活動 

をしていることです。私は、この話を聞いてまず、 

お二人の祖父が雲の上と下、場所は違えども２度も 

きのこ雲を見ていたということにとても驚きました。 

次にお二人の平和活動を知って、自分もお二人のよ 

うに原爆の悲惨さなどを伝えていくために、もっと 

原爆について知ることなど、がんばりたいと思いま 

した。今日はありがとうございました。 
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被爆体験家族・交流証言講話の感想とお礼！ 

！！ 

７月の行事予定！教育週間まで 

 １日（火）こころの日 

 ２日（水）土曜日の振替休日 

 ４日（金）生徒総会 

 ５日（土）土曜授業（道徳） 

土曜日は  ファミリープログラム 

（弁当必要）学年・学級ＰＴＡ 

      中国総領事歓迎会 


